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聖書と量子力学 

序 聖書の霊的直観と量子論の世界観に見る共通テーマ 

１．見える世界と見えない世界の狭間で 

私たちは、目に見えるものだけを「現実」と呼ぶ習慣の中に生きています。 

日常の世界では、物がぶつかれば音がし、光を当てれば影ができるという、わ

かりやすい因果関係が支配しているように見えます。 

しかし、20 世紀に人間が原子や電子の世界へと深く踏み込んでいったとき、そ

の「わかりやすい現実」は大きく揺らぎ始めました。 

そこには、私たちの直感ではとても理解できない不可思議な現象が存在し、物

理学者たちを驚かせ続けているのです。この微細な世界の研究が「量子力学」と

呼ばれています。 

２．聖書と量子力学は同じテーマを見つめている 

量子力学は、決して専門家だけの閉ざされた学問ではありません。それは、私

たちが存在する宇宙そのものが、どのような仕組みに基づいて成り立っているの

かを探求する学問です。 

つまり、量子力学は、聖書が語る言葉と方向性こそ異なりますが、「世界の成

り立ち」について扱っているという点では共通しています。 

聖書は、「初めに神は天と地とを創造された」（創世記 1 章 1 節）と語り、量

子力学は「世界はどのような法則に従って存在するのか」を追究しています。 

表現は異なっていても、その根底には、「世界の根源とは何か」、「世界はい

かにして今の姿になったのか」という共通の関心が流れています。 

ただ、このシリーズでは、「量子力学が聖書の真理を証明する」といった単純

な主張は行いません。 

科学と宗教は対立するものでもなく、互いを利用する道具でもありません。 

科学は「世界がどのように動いているか」を語り、宗教は「世界がなぜ存在

し、どこへ向かうのか」を照らし出し、両者は交わる部分もあれば、異なる次元

で語る領域もあります。 

私たちは、この二つの世界観を無理に混ぜ合わせることなく、それぞれがもつ

光を正しく理解しながら、互いに照らし合わせることで、それぞれの洞察がより

鮮明になる領域に注目したいと思います。 

「もろもろの天は神の栄光をあらわし、大空はみ手のわざをしめす。」（詩

篇 19篇 1節） 
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自然界そのものが神の秩序と意図を映し出すという、この古代からの直観は、

自然法則を探求する科学の営みと決して矛盾するものではありません。 

３．量子の世界に潜む奇妙な現象 

量子力学の世界には、常識では考えられない現象が数多く存在します。 

粒子が同時に複数の状態にあるように見える「重ね合わせ」や、離れた場所に

いる粒子同士が瞬時に影響しあう「量子もつれ」など、一見すると魔法じみた世

界です。 

しかし、これらは、決して神秘主義的なイメージを語るための比喩ではなく、

現代の物理学が実験によって確認してきた事実です。 

物理学者の多くは、この奇妙な性質を、数学と実験によって誠実に説明しよう

としていますが、なおその本質については議論が続けられているのが現状です。 

つまり、量子の世界は、いまなお「解明されつつある神秘」と言うべき領域な

のです。 

４．聖書が語る「見えない世界の優位性」 

一方、聖書は霊的世界の存在を明確に語っています。旧約聖書でも新約聖書で

も、見える世界の背後にある霊的現実こそが、人間の歴史と心の内側を動かす根

源であると記されています。 

たとえば、「わたしたちは、見えるものにではなく、見えないものに目を注

ぐ」（コリント人への第二の手紙 4 章 18 節）という言葉は、目に見えない領域

の重要性を力強く宣言しています。 

聖書は、人間の生き方や歴史の流れを決めるのは、むしろ目に見えない側の世

界だと語っているのです。 

興味深いことに、量子力学もまた「目に見えないものが物理的現実を決定す

る」という構造を示しています。 

量子の世界では、観測されるまで物の状態がはっきりと決まっておらず、観測

された瞬間に現実が確定するように見えます。 

この現象は、単に科学技術の限界がもたらすものではなく、量子の性質そのも

のに根ざした特徴であると考えられています。 

この「見えない世界の優位性」という構造は、聖書が語る霊的世界観と共鳴す

る部分を示しています。 

５．科学と宗教を並列させて眺めることで開かれる新たな視点 

もちろん、量子力学を霊的世界の代わりに用いたり、聖書の言葉を科学的に証

明しようとするのは適切ではありません。 
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しかし、二つの世界観を丁寧に並べて眺めることで、普段は気づかない新しい

視点が開かれることがあります。 

たとえば、「量子もつれ」の現象を「すべてのものは見えないつながりをも

つ」という多数の聖書箇所と比較してみると、両者が異なる形で「関係性の優

位」を語っていることに気づきます。 

また、光の特性に関する物理学の研究と、「光あれ」と宣言された創造の第一

声を重ねてみると、宇宙が光を中心に展開しているという神学的直観にも新たな

深みが見えてきます。 

現代の科学と宗教は、対立するものではありません。むしろ、世界の背後にあ

る秩序と意味を探求するという点で、両者は同じ地平を見つめています。 

量子力学によって明らかにされてきた「見えない世界の深さ」と、聖書が示す

「神の創造のことば」の重さを心に留めることで、これまでとは異なる広がりを

もって、世界を見ることができるかもしれません。 
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第１回 「量子もつれ」と聖書の霊的現実 

１．私たちが見ている世界は、本当に"すべて"なのか 

人は、目に見えるものを確かなものと感じ、見えないものを曖昧で不確かなも

のと考えがちです。 

重さがあり、手で触れられる物体は現実であり、心や霊のような目に見えない

領域は、どこか抽象的で実体がないものだ、と考える傾向があります。 

しかし、量子力学が明らかにしてきた世界は、この直感的な分類を静かに崩し

ていきます。 

むしろ、目に見えない側の世界こそが、見える世界を支配しているのではない

かという、深い問いを投げかけているのです。 

「彼は北の天を空間に張り、地を何もない所に掛けられる。」（ヨブ記 26章

7節） 

世界が"見える物質だけで成立しているわけではない"というこの古代の洞察

は、量子力学が示す「目に見えない領域が現実を支える」という構造と、象徴的

な対応を見せています。 

量子力学の中心には、「量子もつれ」と呼ばれる不思議な現象があります。 

この言葉は専門的なものに聞こえますが、その本質はシンプルです。 

すなわち、「離れている二つの粒子が、あたかも一つであるかのように振る舞

う」という現象です。 

このつながりは、距離に関係せず、どれほど遠く離れても保たれるように見え

るのです。 

常識に反していますが、現代の物理学では実験によって何度も確認されてきた

事実です。 

とりわけ、1960 年代にジョン・ベルが提唱したベルの不等式の検証実験（ア

スペら、1982 年）は、量子もつれが単なる測定誤差ではなく、自然の根本的性

質であることを示しました。 

２．量子の世界に見られる"つながりの不思議" 

このような量子の「非局所性」を直感的に理解するために、一つの比喩を用い

てみましょう。 

二つのコップに同じ色の水が入っていて、どちらも蓋をして隠されています。 

二つのコップは遠く離れた場所に置かれていますが、実はこの二つのコップ

は、見えない糸のような関係によって結ばれているとします。 
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誰かが片方のコップの蓋を開け、中の水が青いとわかった瞬間、もう一つのコ

ップも同時に青だと決まる、というような関係です。 

もちろん、現実のコップにそんな作用はありませんが、量子の世界では、この

比喩を思わせる現象が観測されているのです。 

この不思議なつながりは、科学者たちに強い衝撃を与えました。 

それは、奇妙だからではなく、宇宙の成り立ちに対する従来の考え方そのもの

を、見直さざるを得なくなったからです。 

距離が隔てられていても瞬時につながり続けているという現象は、物理学の理

解を超えて、存在そのものの深い秩序を示していると考えられています。 

重要なのは、非局所性が「特殊な状況でだけ起こる例外的な現象」ではなく、

宇宙の根底に広がる"当たり前の性質"であるらしい、という点です。 

つまり、私たちが普段目にしている物質の世界は、実はこの見えないつながり

によって支えられている可能性が高いのです。 

現代物理学は、この現象を数学的に説明しようと努力していますが、なおその

本質は謎に包まれています。 

これは、目に見えない領域が、思った以上に根源的な役割を担っていることを

示す証拠でもあります。 

３．聖書が語る「見えない世界の力」 

聖書は、はるか昔から「見えない世界の優位性」を語ってきました。 

旧約聖書も新約聖書も、物質的な世界の背後に霊的な現実が存在し、それが人

間の歴史や運命を左右していると繰り返し強調しています。 

パウロは、「わたしたちは、見えるものにではなく、見えないものに目を注

ぐ。見えるものは一時的であり、見えないものは永遠につづくのである」（コリ

ント人への第二の手紙 4 章 18 節）と述べ、私たちが視覚に頼りすぎる姿勢を戒

めています。 

聖書の世界観では、見える世界は「影」のようなもので、真の実体は、むしろ

見えない領域にあります。 

神の存在も、人間の心の奥底に働く霊的要素も、肉眼で確認できるものではあ

りませんが、聖書はそれらが現実の中心にあると語ります。 

この視点は、量子力学が示す「見えないつながりが見える世界を決定する」と

いう構造と共鳴するものがあります。 

もちろん、聖書と量子力学は同じことを語っているわけではありません。 

しかし、両者を並べて眺めると、世界の深層には「目に見えない領域が主導的

に働いている」という共通の視点が存在することに気づかされます。 

量子の非局所性は、霊的現実を科学的に証明するものではありませんが、見え
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ない世界の重みを私たちに再認識させる手がかりとなります。 

４．"離れていてもつながる"という霊的構造 

聖書は、人間同士や人間と神との間に、「肉眼では見えない関係性」が存在す

ることを語っています。祈りはその象徴です。 

祈りは声に出す行為でもありますが、同時に心の深い部分に働きかける霊的な

行為であり、距離を超えて人を支えます。 

遠く離れた人のために祈るとき、その祈りは単なる精神的な慰めではなく、実

際に働く力として描かれています。 

イエスは、「ふたりまたは三人が、わたしの名によって集まっている所には、

わたしもその中にいるのである」（マタイ福音書 18 章 20 節）と語り、人と人、

人と神の間にある見えないつながりを示しました。 

これは、物理学が語る非局所性とは全く性質の異なる世界ですが、「距離を超

えた関係性が存在する」という点で、どこか重なる霊的直観を伝えています。 

量子の粒子同士のつながりは、数学的、物理学的に説明される現象です。 

一方、聖書が語る霊的つながりは、人間の存在の意味や神との関わりを照らす

ために語られています。 

しかし、それぞれ異なる領域に属しつつも、「遠く離れていても関係は消えな

い」「見えない世界が現実に作用する」という共通の洞察を提供しているので

す。 

５．見えない世界の深さを見つめるために 

量子力学は、世界が単純な物質の集まりではなく、見えないつながりに満ちて

いることを教えてくれます。 

そして聖書は、人間の背後に霊的な歴史が流れていることを示します。 

両者を重ね合わせて考えると、私たちが見ている世界がいかに表面的で、どれ

ほど深い層がその背後にあるかという視点が与えられます。 

見える世界は確かに重要です。しかし、それだけがすべてではありません。 

非局所性が物質世界に対する私たちの理解を揺さぶったように、聖書が語る霊

的現実もまた、私たちの人生観や価値観を新たに形づくる力をもちます。 

見えない世界に目を開くことは、信仰の歩みを深めると同時に、宇宙そのもの

に対する新たな敬意を育むことにつながります。 
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第２回 創世記の「光あれ」と光の二重性 

１．光とは何か―量子論が示す二つの顔 

私たちは、日常生活の中で光を当然のように受け入れています。朝になれば太

陽が照り、夜には灯りが部屋を明るくします。 

しかし、この身近な光を深く探っていくと、意外なほど複雑で奥深い性質が表

れてきます。 

量子力学が明らかにしたのは、「光は波のように広がる一方で、粒子のように

ふるまう」という、常識では理解しにくい二重の性質です。 

光は時に波のように広がり、干渉したり重ね合わさったりします。 

一方で、光は、「光子」という粒子として振る舞い、まるで小さな玉のように

壁にぶつかり、特定の場所にエネルギーを落とす性質も持っています。 

どちらが本当なのかと問いたくなりますが、量子論の答えは明確です。 

光は「波でもあり粒子でもある」という、一見矛盾した性質を同時に保持して

いるのです。 

光が持つこの二重性は、量子力学の成立に決定的な役割を果たしました。 

古典的な世界観では、物質は粒子、光は波というように明確に区別されていま

した。 

しかし、光が粒子としても振る舞うことがわかった瞬間、古い世界観は大きく

修正を迫られました。 

さらにドイツの物理学者ド・ブロイは、電子などの物質粒子にも波の性質があ

ることを示し、波粒二重性は光だけに限らない、物質世界全体に広がる根本的な

性質であることが明らかになりました。 

光は私たちの「常識」を超え、世界の構造そのものを考え直させる存在となっ

たのです。 

２．光はなぜ特別なのか―物理学が見つめる根源的存在 

光は単なる「明かり」ではありません。現代物理学は、光を宇宙の根本的な存

在として扱います。 

光の速さは宇宙の基本的な限界速度であり、時間と空間のあり方さえ光の速さ

を基準として定められています。 

アインシュタインの特殊相対性理論は、光の速度があらゆる観測者にとって一

定であるという原理を基礎に置き、時間と空間そのものの性質がこの定数によっ

て規定されることを示しました。 

さらに、光は「情報を運ぶもの」として特別です。私たちが星を見るとき、実
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際にはその星から放たれた光が私たちの目に届くことで、遠い宇宙の姿を知るこ

とができます。 

光がなければ、私たちは宇宙の存在を知る術を持ちません。それゆえに、物理

学の世界で、光は「世界を知らせる最初の存在」としての意味を持っていると言

えます。 

このような光の特別性は、単なる科学的事実にとどまりません。光は、宇宙の

理解において中心に位置しているのです。 

物理学にとって光は、世界を読み解くための鍵であり、宇宙の深層を探るため

の最も基本的な手がかりなのです。 

３．創世記の「光あれ」と量子論 

ここで聖書の言葉に目を向けると、創世記の冒頭にこのような記述がありま

す。 

神は「光あれ」と言われた。すると光があった。（創世記 1章 3節） 

創造の物語は、光の出現から始まります。まだ太陽や星が造られる前の段階

で、神はまず光を存在させました。 

これは単に物語の順序というだけでなく、「世界を形づくる第一の現象として

光が置かれている」という重要な意味を含んでいます。 

光を「世界を照らすもの」として理解することは自然ですが、創世記の文脈で

は、それ以上の象徴性も読み取れます。 

光は秩序の始まりであり、カオス（chaos：無秩序）からコスモス（cosmos：

秩序）への転換を象徴します。 

さらに、光は神の創造の意思が、最初に外へ表れた瞬間でもあります。神の言

葉が世界に働きかけた最初の結果として光が現れたのです。 

もちろん、これは量子力学そのものを語るものではありません。 

しかし、光が「世界のはじまり」に置かれているという聖書的視点は、光を宇

宙の基礎とする現代物理学の理解と共通するところがあります。 

異なる領域の知が、光をめぐって不思議な共通性を見せている点は注目に値し

ます。 

４．「波」と「粒子」が共存する光と、聖書における"二重性"のモチ

ーフ 

光が「波」と「粒子」の性質を併せ持つという事実は、単なる物理的な驚きに

とどまりません。 

世界の構造が、単純ではなく多層的であることを示す働きを持っています。 



聖書と量子力学 

— 9 — 

光の本質は、私たちの目に映る表面的な姿だけで理解することはできず、その

背後に複雑な性質が潜んでいます。 

一方、聖書にも「二重性」を象徴的に扱う部分があります。 

創造の物語における「光」と「やみ」の分離、人間の内側にある肉と霊の対

比、あるいはイエスが「世の光」でありつつ「受け入れられない光」として描か

れる姿など、聖書はしばしば一つの現象に複数の層を見出します。 

神はその光とやみとを分けられた。神は光を昼と名づけ、やみを夜と名づけ

られた。（創世記 1章 4節） 

わたしは命じる、御霊によって歩きなさい。そうすれば、決して肉の欲を満

たすことはない。なぜなら、肉の欲するところは御霊に反し、また御霊の欲

するところは肉に反するからである。（ガラテヤ人への手紙 5章 17節） 

そのさばきというのは、光がこの世にきたのに、人々はそのおこないが悪い

ために、光よりもやみの方を愛したことである。（ヨハネによる福音書 3章

19節） 

ここでも、異なる領域に属する二つの世界観が、ある種の構造的な一致を見せ

ていることがうかがえます。 

量子力学における光の二重性は、聖書の象徴体系とは全く別の領域に属しま

す。 

しかし、世界が単純なものではなく、複層的であり、表面的な理解では捉えき

れないという洞察は、両者に共通する認識といえます。 

特に、光が観測条件に応じて波の側面と粒子の側面を見せるように、聖書が語

る人間の姿も、霊的次元と肉的次元のどちらか一方に還元できない多層的な存在

として理解することができるでしょう。 

科学と聖書は異なる視点から世界を見ていますが、そこに含まれる探究の深さ

には、一定の共鳴が見られるのです。 

５．光の探求は世界の成り立ちへの探求である 

量子論が光に向けてきたまなざしは、単に自然現象を説明するためではありま

せん。 

光は、世界そのものがどのように構造化され、どのように動いているのかを知

るための入口でした。 

光を理解することは、世界の根底にある秩序を理解することにつながります。 

聖書が光を創造の第一の出来事として描いたのも、同じく光が世界を形づくる

基盤であるという直観によるものです。光は世界を照らし、区別し、秩序へと導

くものとして描かれます。 

そして、現代物理学もまた、光を宇宙にとって中心的な位置に置いています。 
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両者の視点は同一ではありませんが、「光の探究は、世界の成り立ちへの探究

である」という共通の認識が存在します。 

光の性質を深く知ることは、単に科学的知識を増やすだけでなく、世界を理解

するための視座を広げることにつながるのです。 
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第３回 言葉が現実を創る：波動関数と神の言葉（ロゴス） 

１．量子的な「可能性の重なり」とは何か 

量子力学が明らかにした最大の特徴の一つは、「現実は最初から一つの姿に決

まっているわけではない」という点です。 

私たちが日常で見ている世界は、物が一つの形に定まり、その形が変わるとき

も連続的に移り変わっていきます。 

しかし、量子の世界では、ある粒子が複数の状態を同時に持ちえるという、直

感に反する現象が起こります。この状態を「重ね合わせ」と呼びます。 

この現象を直感的に理解するために、封筒に入ったカードを想像してみましょ

う。 

普通であれば、封筒の中のカードは「表が赤」「裏が青」というようにどちら

かが決まっています。 

しかし、量子の世界では、封筒を開ける前は「赤の状態と青の状態が同時に重

なっている」という表現が必要になります。 

そして封筒を開けて観察した瞬間に、初めてどちらかの色が確定します。 

もちろん、現実のカードにこのような性質はありませんが、電子や光子のよう

な量子的対象は、このような「複数の状態が現実として重なり合っている」とし

か説明できない振る舞いを示すのです。 

観測されるまでは、現実は確定せず、複数の可能性が潜在的に重なり合ってい

ます。この量子系の状態を数学的に記述したものが波動関数であり、各状態がど

れほどの確率で現れるかを計算する道具として機能しています。 

この波動関数は、現実が決まる前の「可能性そのもの」を扱う道具であり、量

子力学はこの可能性を計算することで、世界の振る舞いを予測します。 

つまり、量子論の眼から見ると、現実は固定された姿ではなく、観測という行

為を通して「可能性が一つに選ばれる」プロセスによって立ち現れていることに

なります。 

なお、観測がどのように現実を確定させるのかについては、コペンハーゲン解

釈をはじめ、多世界解釈など複数の解釈が存在しており、物理学者たちの議論が

今も続いています。本シリーズでは、最も広く知られるコペンハーゲン解釈を基

本として用います。 

２．観測が現実を確定させるという概念 

量子力学が示すもう一つの特徴は、「観測が現実の確定に関与している」とい

う点です。 
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観測とは、粒子に触れることだけを意味するのではなく、粒子の状態を知ろう

とする行為全般を含みます。 

観測が行われるまでは、粒子は複数の可能性の中に存在していますが、観測が

行われた瞬間にどれか一つの状態が現実として選ばれます。 

この現象を理解するためには、窓の外に広がる風景を思い浮かべることができ

ます。 

窓を閉めてカーテンを引いているとき、外の景色は存在していても、私たちは

その姿を認識できません。 

カーテンを開けて光が差し込んだとき、私たちは初めて外の姿を知ります。 

量子の世界では、この「知る」という行為そのものが、風景の在り方を決定す

る要因にもなり得るのです。 

この奇妙でありながら根本的な現象は、世界がどのように存在しているのかを

深く考えさせるものです。 

私たちが見ている世界は、単なる静止した物体の集合ではなく、観測によって

形づくられる動的な現実であるとも言えます。 

量子力学は、この「観測と現実」の密接な関係を科学的に示した初めての理論

でした。 

興味深いことに、創世記の創造物語でも「神は見て、良しとされた」という表

現が繰り返されます（創世記一章）。 

これは単に見て、良かったという感想ではなく、その段階の創造が"完成した"

ことを示す宣言として描かれています。 

量子力学の観測効果と直接結びつけることはできませんが、潜在的なものが"見

られること"によって、確定した現実として立ち上がるという構造は、両者に象徴

的な共通性を見せています。 

世界がどのように姿を現すのかという問いにおいて、科学と聖書が異なる角度

から"確定の瞬間"を描いている点は、深い示唆を与える視点と言えます。 

３．聖書が語る「言葉による創造」とは何か 

ここで聖書の創造の記事に目を向けると、次のように記されています。 

神は「光あれ」と言われた。すると光があった。（創世記 1章 3節） 

この表現において、創造の主体は「言葉」です。神は物質を手で形づくったわ

けではなく、「言われた」という行為によって世界を存在させました。 

この「言葉」は単なる音声ではなく、神の意思が世界に作用し、物質的現実が

生じる契機となるものです。 

ヨハネによる福音書の冒頭でも、この「言葉」の力が強調されます。 
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初めに言があった。言は神と共にあった。言は神であった。（ヨハネ福音書

1章 1節） 

ここで言われる「言（ロゴス）」は、世界の秩序を生み出す原理であり、神の

創造的な働きそのものを指しています。 

聖書は、世界が神の意思の表れとして、言葉によって形成されたと語るので

す。 

この聖書的世界観では、現実は単に物質の集合ではなく、神の言葉が反映され

た秩序ある構造として理解されています。 

神の言葉は、世界の背後にある根拠であり、物質を超えて現実の土台を成すも

のとされています。 

このように、わが口から出る言葉も、むなしくわたしに帰らない。わたしの

喜ぶところのことをなし、わたしが命じ送った事を果す。（イザヤ 55章 11

節） 

神の言葉は必ず何らかの結果を生み出し、目的を達成するというこの宣言は、

言葉が現実に作用する力をもつという聖書的理解を強く裏づけています。 

４．波動関数の「可能性」と神の言葉の「創造性」 

量子力学が語る波動関数は、「現実が確定する前の可能性の集合」です。 

一方、聖書が語る神の言葉は、「現実を形づくる力」です。両者は異なる領域

の概念ではありますが、並べて観察すると興味深い構造的類似性が生まれます。 

量子力学は、世界が確定した姿ではなく、可能性として広がっている状態から

始まると理解します。 

観測が行われたとき、その可能性の中から一つが選ばれ、現実が形づくられる

のです。つまり、現実は「潜在的なものが顕在化する過程」によって成り立って

います。 

一方、聖書は、世界が神の言葉によって形づくられたと語ります。神が語られ

るとき、潜在していた何かが顕在化し、秩序ある現実が立ち現れます。 

「光あれ」という言葉は、光が存在する原因であり、世界を形成する始まりと

なりました。 

量子力学と聖書は、扱う対象も意図も異なります。しかし、世界が「潜在的な

ものから顕在的なものへと移り変わる構造」を持つという点は、両者に共通して

見られる特徴です。 

それぞれの視点から「現実がどのように生まれるのか」を考えるとき、この共

通性は興味深い示唆を与えます。 

５．言葉が現実に作用するという視点の重要性 
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量子論と聖書の双方に見られる特徴は、「現実は静的に存在しているのではな

く、何かの働きによって成立する」という点です。 

量子力学では観測が働き、聖書では言葉が働きます。これらは別の次元の概念

ですが、「現実は単にそこにあるだけではない」という認識において一致しま

す。 

私たちが日常生活で使う言葉もまた、現実に作用する力を持っています。励ま

しの言葉は人の心を強め、否定的な言葉は心を弱めます。 

言葉は単なる音声ではなく、人の行動や選択に影響を与える力を持っているの

です。 

聖書が言葉の重みを強調するのは、人間の世界においても言葉が現実に作用す

るからです。 

量子論が示す世界観と、聖書が示す言葉の力を重ねて考えると、現実は固定さ

れたものではなく、関わりや選択、意思の表れの中で形づくられていくという視

点が浮かび上がります。 

このような視点は、世界を見て理解する上で、とても深い洞察を提供してくれ

ます。 
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第４回 観測問題と「信仰による現実」 

１．量子力学における「観測問題」とは何か 

量子力学が提起する最大の哲学的課題の一つが「観測問題」です。 

これは、粒子が観測される前には複数の状態が同時に存在しており、観測され

た瞬間にその状態がひとつに定まる、という現象をめぐる問題です。 

私たちが見ている現実は、粒子が観測されて確定した状態であり、その以前の

段階では、現実は一つに決まっていません。 

この現象を理解するために、誰かから届いた贈り物の箱を思い浮かべることが

できます。 

箱を開けるまでは、その中にはさまざまな可能性が潜んでいます。しかし、蓋

を開けた瞬間に、その中身が特定され、一つの現実として目の前に現れます。 

量子の世界では、粒子の状態は箱の中身のように観測されるまで決まらず、観

測という行為によって初めて現実として選び出されます。 

この「観測が現実を確定させる」という構造は、古典的物理学の世界像と大き

く異なります。 

古典物理学では、物体の状態は観測とは無関係に決まっており、観測は単にそ

れを知る行為にすぎません。 

しかし量子力学は、観測そのものが現実のあり方に深く関与すると述べます。 

このため、観測問題は物理学を超えて、哲学、認識論、そして世界観の根底に

広く影響を与える思索の出発点となりました。 

物理学者たちが特に問題にするのは、なぜ観測という行為が多数の可能性を一

つの現実に収束させるのか、という点であり、これは「測定問題」とも呼ばれ、

現在も未解決の問いとして残っています。 

わたしたちの知るところは一部分であり、預言するところも一部分にすぎな

い。（コリント人への第一の手紙 13章 9節） 

人間の知識は常に断片的であり、世界の全体像を一度に把握することはできな

いというこの言葉は、観測という限定された関わりによってしか、現実を理解で

きないという量子力学の示唆とも一致します。 

２．現実は固定されたものではなく確定する過程にある 

観測問題が示しているのは、「現実は静止した状態ではなく、確定のプロセス

を経て立ち現れている」という世界観です。 

量子の世界では、観測以前には複数の可能性が潜在的に重なり、観測によって
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それが一つにまとめられます。 

この構造は、世界を単純に物質の集まりとして理解するのではなく、「可能性

が顕在化する過程」として捉える必要があることを示しています。 

この点を直感的に理解するために、夜明け前の空を思い浮かべることができま

す。 

外は暗く、どのような色が広がっているのかはわかりません。しかし、日の出

とともに光が差し込み、目に見える風景が次第に姿を現します。 

このように、現実は明らかになる前には潜在的な状態にあり、外部の働きによ

ってひとつの姿として現れるものです。 

観測問題は、世界が単なる「物質そのもの」の固定された状態ではなく、関わ

りや働きを通じて現れる動的な構造を持つことを示しています。 

これは、世界の理解に新しい視点を与えるもので、現実の捉え方そのものを問

い直す契機となります。 

この問題を印象的に示すために、物理学者シュレーディンガーは有名な思考実

験を提示しました。 

毒ガス装置と放射性原子を箱の中の猫と組み合わせ、観測されるまで猫は「生

きている状態と死んでいる状態の重ね合わせ」にあると表現したのです。 

これは現実への当てこすりではなく、量子論を日常スケールに適用したときの

奇妙さを浮かび上がらせるために考案されたものです。 

３．信仰とは「まだ見ていない事実を確認すること」である 

量子力学が明らかにした「確定する前の可能性」という世界観は、聖書におけ

る信仰の概念と興味深い響きを持ちます。ヘブル書には次のような言葉がありま

す。 

信仰とは、望んでいる事がらを確信し、まだ見ていない事実を確認すること

である。（ヘブル人への手紙 11章 1節） 

この表現は、信仰が単なる感情や意欲ではなく、まだ可視化されていない現実

に対する確信であることを示しています。 

信仰の領域では、現実が見える前に、その到来を確信することが求められま

す。 

見える現実よりも、見えない世界を重視する視点は、聖書に繰り返し登場する

主題です。 

パウロは「わたしたちは、見えるものにではなく、見えないものに目を注ぐ。

見えるものは一時的であり、見えないものは永遠につづくのである」（コリント

人への第二の手紙 4 章 18 節）と述べました。 
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この言葉は、人間の視覚に依存する理解が限界を持っていることを告げ、見え

ない領域にこそ本質があることを示しています。 

つまり、信仰は「顕在化していない現実の側に立ち、その到来を確信する行

為」です。 

量子論の観測以前の状態とは、科学的には「確定していない可能性の広がり」

であり、信仰が語る「見えないものの確信」とは全く異なる領域の概念です。 

しかし、どちらも「現実は固定されたものではなく、顕在化する可能性を含ん

でいる」という特徴を持ち、そこに両者を並べて比較する意味が見出せます。 

４．観測と信仰―両者の関係を誤って理解しないために 

ここで重要なのは、量子力学の観測問題を、信仰の働きと直接結びつけること

は適切ではないという点です。 

量子論が扱うのは物理的現象であり、信仰は人間の精神と霊の領域に属してい

ます。両者は対象も目的も異なります。 

しかし、世界のあり方を探るという根本的な方向性において、両者の間に一定

の示唆が生まれます。 

観測問題は、現実が外部から切り離された独立したものではなく、関わりの中

で確定することを示しています。 

一方、信仰は、見える世界の背後にある霊的現実を受け入れ、まだ見えないも

のを真実として確信する働きを持ちます。 

この点で、量子論と聖書の間には、世界を固定的なものではなく、動的なもの

として捉える視点が共通しています。 

世界は単に存在しているのではなく、何かによって形づくられ、明らかにされ

ていくという構造です。 

この構造を理解することは、科学と信仰の対話を深めるうえで重要な視座を提

供します。 

５．「見えないもの」をどう理解するか―量子論と信仰の交差点 

量子論は、見えない領域が現実の根底に広がっていることを明らかにしまし

た。 

波動関数として表される可能性の広がりは、私たちの理解を超えた深い構造を

持っています。 

一方、聖書は霊的世界の優位性を語り、見える世界の背後に霊的現実があるこ

とを示しています。 

両者は相互に証明し合うものではありませんが、世界が表面的な姿だけでは理

解できないという認識において一致しています。 
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現実は、見えるものと見えないものの両面から構成されており、どちらか片方

だけでは本質に到達できません。この認識は、世界を理解するための重要な土台

となります。 

見えない可能性が現実を形づくるという量子論の視点と、見えない霊的現実が

世界を導くという聖書的視点は、異なる領域に属しながらも、世界を深く理解す

るための二つの補助線として機能します。 
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第５回 自由意志か決定論か：量子的確率と聖書の人間観 

１．すべてが決まっている世界か、それとも選択できる世界か 

人間には自由意志があるのか、それとも私たちの行動や選択はあらかじめ決ま

っているのか。 

これは科学や哲学、宗教の領域を越えて、古くから人類が問い続けてきた問題

です。 

古典物理学の世界観は、厳格な因果律に基づき、「すべての出来事は前の状態

によって必然的に決まる」という決定論の立場に近いものでした。 

物質の運動は正確に予測でき、わずかな誤差はあれど、基本的に世界は機械の

ように動くと考えられていたのです。 

しかし、量子力学が登場すると、この世界観は大きな修正を迫られました。 

量子論が示したのは、「世界は根底から確率的である」という全く新しい構造

でした。 

原子スケールの世界では、未来は一つに決まっておらず、複数の可能性が同時

に存在し、そのどれが現実として選ばれるかは確率によって記述されるというの

です。 

この量子的な世界観は、私たちが自由意志を持つのかという問題にも、新しい

光を投げかけます。 

もし世界が完全に決定論的であるなら、人間の意思や選択は「たまたまそうな

った」に過ぎず、自由意志の余地は失われるでしょう。 

しかし、世界が確率的であれば、未来は完全には固定されず、開かれた可能性

が広がることになります。 

２．量子力学が示す「不確定性」と自由意志の余地 

量子力学の根幹には「不確定性」という性質があります。 

これは、物理量の組み合わせ（位置と運動量など）が同時には精確に決まらな

いという性質で、世界は最初から曖昧な部分を含んでいることを意味します。 

粒子のふるまいは完全には予測できず、確率的にしか記述できません。 

この不確定性は、世界のあり方を根底から変えるものでした。未来が一つに決

まっていないということは、世界が「開かれた構造」を持つことを示します。 

夜の海に浮かぶ船が、風と波に影響されて進路をわずかに変えるように、量子

的な世界では、微細な偶然のゆらぎが未来の出来事に大きな影響を与える可能性

があります。 

もちろん、量子論の不確定性が、そのまま自由意志そのものを保証するわけで
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はありません。確率的であることと自由であることは別の問題です。 

なぜなら、量子論が示す確率は、原理的にランダムであり、人間の意思が量子

の揺らぎを制御できることを意味するわけではないからです。 

自由意志とは意思的選択であり、単なる物理的不確定性とは根本的に異なりま

す。 

ただし、世界が厳格な決定論に閉ざされていないという量子論の知見は、自由

意志の余地を哲学的に考える上での一つの背景となりえます。 

しかし、「未来が完全に固定されていない」という点は、自由意志を理解する

ための重要な基盤となります。 

世界が厳密な決定論によって閉ざされた構造ではない以上、人間の意思や選択

が現実に影響を与える余地が存在するということです。 

３．聖書が語る人間の自由意志と責任 

聖書は、人間が自由意志を持つ存在であることを一貫して示しています。 

創世記において、神は人間に「善悪を選ぶ」という選択を与えました。 

アダムとエバは、神のみ言に従うか否かを選ぶ立場に置かれ、その選択の結果

に責任を負いました。 

この構造は、聖書全体に広がる重要なテーマです。申命記には次のように記さ

れています。 

見よ、わたしは、きょう、命とさいわい、および死と災をあなたの前に置い

た。（申命記 30章 15節） 

この聖句は、人間がどちらを選ぶかによって人生が変わるという構造を明確に

示しています。 

また、ヨシュアはイスラエルの民に向かって、「あなたがたの仕える者を、き

ょう、選びなさい」（ヨシュア 24 章 15 節）と語りました。 

そして、イエスは、「求めよ、そうすれば、与えられるであろう。捜せ、そう

すれば、見いだすであろう。門をたたけ、そうすれば、あけてもらえるであろ

う。すべて求める者は得、捜す者は見いだし、門をたたく者はあけてもらえるか

らである」（マタイ福音書 7 章 7 節）と語られました。 

聖書は、人間に自由な選択があり、その選択によって人生の方向が決まるとい

う世界観を持っています。 

もし世界が完全に決定論的であれば、人間の選択は意味を持たず、責任という

概念も成立しません。 

しかし、聖書は、人間が神の前で選択し、その結果に責任を負う存在であると

断言します。 
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これは、世界が「選択可能性」を本質的に含む構造であることを前提とした世

界観です。 

人は自分のまいたものを、刈り取ることになる。（ガラテヤ書 6章 7節） 

聖書は、人間の選択が必ず結果をもたらし、本人がその結果を引き受けるとい

う因果の原理を明確に語ります。 

これは、自由意志と責任を不可分のものとして理解する聖書的世界観を象徴し

ています。 

４．量子論と聖書の「開かれた未来」という共通性 

量子力学は、世界が確率的に振る舞い、未来はひとつに決まっていないと述べ

ます。 

聖書は、人間が選択を通じて未来を形づくることを教えています。 

この二つは、対象も意図も異なる領域に属しますが、「未来が閉ざされていな

い」という認識において共通点を持っています。 

量子的世界観では、粒子は複数の可能性を同時に持ち、観測によって一つが選

ばれる構造を持ちます。 

これは、「未来には複数の可能性が潜在している」という世界観を示していま

す。 

一方、聖書は、人間の行動が未来を変える力を持つと語ります。神は人間に選

択の自由を与え、選んだ道が現実を生むという構造を用意しました。 

もちろん、量子論と聖書を直接結びつけるべきではありませんが、両者の間に

は「未来が固定されていない」「選択が現実を形づくる」という構造的な共通点

が存在します。 

未来がひとつに固定されていないという認識は、人間が自由意志と責任を持つ

という聖書的世界観と相通じる視点です。 

５．自由意志と神の摂理―両者をどう理解するか 

ここで問題となるのが、「自由意志」と「神の摂理」をどのように両立させる

かという点です。 

もし神がすべてを知り、すべてを支配しているのであれば、人間の自由意志は

どこに位置づけられるのか、という問いが生まれます。 

聖書は、神が人間の自由を尊重し、選択を通して歴史を導くと語ります。 

神の摂理は、人間の自由を奪うものではなく、むしろその自由の中で働くもの

として理解されます。 

すなわち、神の支配は強制ではなく導きであり、人間の選択は軽視されませ



聖書と量子力学 

— 22 — 

ん。エレミヤ書には次のように記されています。 

主は言われる、わたしがあなたがたに対していだいている計画はわたしが知

っている。（エレミヤ 29章 11節） 

この聖句は、人間の選択と神の計画が衝突するのではなく、神が人間の選択を

含んだかたちで歴史を導くという構造を示しています。 

量子論の確率的世界観は、神の摂理そのものを説明するものではありません。 

しかし、世界は最初からすべてが決められているのではなく、開かれた可能性

の中にあるという考え方は、聖書が示す"人間には選び取り、応答する自由が与え

られている"という人間観とも親和性があるのです。 
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第６回 神はサイコロを振るのか：アインシュタインと信仰

の葛藤 

１．アインシュタインはなぜ量子力学を受け入れられなかったのか 

20 世紀の物理学を切り開いた人物として、アルバート・アインシュタインは象

徴的な科学者です。 

相対性理論によって時間と空間の常識を覆し、宇宙の姿そのものを新しく描き

出したアインシュタインは、現代物理学の基盤をつくった人物として知られてい

ます。 

しかし皮肉なことに、彼は自らの後に続く量子力学を全面的に受け入れること

ができませんでした。 

アインシュタインが懐疑的だった理由は、量子論が示した「確率的な世界」に

納得できなかったからです。 

量子のふるまいは、どれほど精密に状況を整えても完全には予測できず、確率

によってしか記述できません。 

これに対してアインシュタインは、「神はサイコロを振らない」という有名な

言葉を残しました。 

この言葉は 1926 年、ボーアへの書簡の中に記されたものとされ、宇宙の根底

に偶然性を置く量子論への根本的な異議を示すものでした。 

彼は、宇宙の根底には調和と秩序が存在し、厳密な法則が働いているはずだと

考えていたのです。 

アインシュタインにとって、宇宙とは数学的に美しく構成された体系であり、

偶然に支配される世界など受け入れがたいものでした。 

彼は自然界の美しさと調和を深く信じており、その背後に「理性を超えた知

性」が働いていると考えていました。 

しかし、量子論は宇宙の根底に「確率」を置き、偶然とも言えるゆらぎを避け

られないものとして扱います。アインシュタインは、この性質に強い違和感を覚

えたのです。 

２．ボーアとの論争―宇宙の本質をめぐる激しい対立 

量子力学の創始者の一人であるニールス・ボーアは、アインシュタインとは全

く異なる世界観を持っていました。 

ボーアは、量子の世界では粒子の位置や状態を観測以前に確定的に語ることは

できず、観測という行為との関係においてのみ現実が定まるという「相補性の原

理」を中心に据え、量子論の確率的ふるまいを自然の根本的性質として受け入れ
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ました。 

アインシュタインとボーアは、生涯にわたってこの問題をめぐり激しく議論し

ました。 

アインシュタインは、量子論の確率的解釈は未完成であり、背後には必ず決定

論的法則が潜んでいると主張しました。 

これに対してボーアは、「量子論は自然を正確に記述しており、確率こそが本

質である」と強く反論しました。 

二人の議論は、単に科学的な対立ではなく、世界の成り立ちに関する哲学的な

対立でもありました。 

アインシュタインは、宇宙には秩序があり、その秩序は数学によって理解でき

ると信じていました。 

この信念の背景には、宇宙の背後にある調和を尊ぶ精神的直観がありました。 

一方、ボーアは、自然は人間の直感に従って動くわけではないと考え、自然が

示す"奇妙なふるまい"を受け入れることこそ、科学の使命であると論じました。 

両者の対立は、科学の世界観が「秩序ある宇宙」と「確率的宇宙」のどちらを

採用するかという根本問題に直結していました。 

３．秩序と確率――二つの宇宙像 

アインシュタインが信じたのは、自然が厳密な法則のもとに動くという従来の

世界観でした。 

月が軌道から外れないように、惑星の動きが精密に予測できるように、自然界

には強固な秩序があるという直観が彼の根底にありました。 

その秩序は、人間の理解を超えるものであっても、決して偶然に左右されるも

のではないと考えていたのです。 

一方、量子力学が明らかにした世界は、秩序と確率の境界が曖昧な世界です。 

粒子がどのようにふるまうかは完全には予測できず、未来には複数の可能性が

潜在しています。 

量子論が排除したのは「完全な決定論」であり、それは世界の根底にわずかな

揺らぎと偶然性が存在することを意味します。 

しかし、この「確率的世界」は、混沌ではありません。量子論の確率は統計的

に高い精度を保ち、自然界のふるまいを極めて正確に予測します。 

つまり、量子論の確率は単なるランダムではなく、秩序を含んだ確率なので

す。 

宇宙は完全には決まっていないが、無秩序でもない。量子論は、この二つの極

の間に位置する世界を描き出しました。 
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４．聖書は秩序を語り、同時に自由を語る 

聖書が示す世界観にも、秩序と自由という二つの側面があります。 

創世記は、神が天地を秩序あるものとして造られたことを描き、自然界に明確

な法則が存在することを前提としています。 

光と闇、海と陸、昼と夜が区別されたように、神は世界に秩序と調和を与えま

した。 

一方、聖書は同時に「人間の自由」を強調しています。人間は自由に選択する

力を与えられ、その結果に責任を負う存在です。 

申命記やヨシュア記が示すように、神は人間の選択を尊重し、その選択の積み

重ねが歴史となるという構造が聖書には刻まれています。 

わたしは命と死および祝福とのろいをあなたの前に置いた。あなたは命を選

ばなければならない。そうすればあなたとあなたの子孫は生きながらえるこ

とができるであろう。（申命記 30章 19節） 

もしあなたがたが主に仕えることを、こころよしとしないのならば、あなた

がたの先祖が、川の向こうで仕えた神々でも、または、いまあなたがたの住

む地のアモリびとの神々でも、あなたがたの仕える者を、きょう、選びなさ

い。（ヨシュア記 24章 15節） 

この二つの側面――「秩序」と「自由」――は、一見すると矛盾するように見

えます。 

神が完全な支配者であり、世界に秩序を与えているのであれば、人間の自由は

どこにあるのかという問いが生まれます。 

しかし聖書は、この両立を前提として語られています。 

世界は秩序ある構造のもとに保たれているが、人間はその秩序の中で自由に選

択する存在である。この世界観は、単純な決定論には収まりません。 

５．アインシュタインの「神」と聖書の神の違い 

アインシュタインは多くの著作の中で「神」という言葉を用いましたが、それ

は聖書的な人格神を指していたわけではありません。 

彼が語った「神」は、宇宙に潜む理性や調和、美しさを象徴的に表す言葉でし

た。 

アインシュタインは自然界に潜む数学的秩序の存在を深く信じ、それを「神」

と呼んだのです。 

「神はサイコロを振らない」という言葉は、宇宙は偶然ではなく、理性ある秩

序によって動いているという彼の信念を表しています。 

この信念は、自然界にある美しさや法則の精密さを尊ぶ姿勢に根ざしていまし
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た。 

しかし、聖書が語る神は、法則や秩序の象徴ではなく、意思を持ち、人間と関

わり、愛を持って導く人格的な存在です。 

アインシュタインの「神」は、宇宙の調和を語るための比喩でしたが、聖書の

神は、世界を創造し、歴史に働き、人と交わる存在として描かれています。 

両者の間には大きな違いがありますが、どちらも宇宙の背後にある秩序を認

め、その秩序を理解しようとする姿勢を共有しています。 

人はくじをひく、しかし事を定めるのは全く主のことである。（箴言 16章

33節） 

一見すると偶然に見える出来事であっても、その背後に神が働いていると語る

この聖句は、秩序と確率をどのように理解すべきかを考える上で、重要な洞察を

与えてくれます。 

６．確率の宇宙と聖書の世界観は両立可能か 

現代の物理学者の多くは、量子力学が示す確率的世界観を受け入れています。 

確率は世界の本質であり、未来は完全には決まっていないという立場です。 

この立場は、宇宙が閉ざされた機械的構造ではなく、開かれた可能性を持つダ

イナミックな構造であることを示しています。 

一方、聖書の世界観は、人間が自由に選択し、その選択が歴史を形づくると語

ります。 

この構造は、決定論的な世界よりも、開かれた可能性を含んだ世界の方が自然

に整合します。 

世界の根底に自由が存在するという視点は、量子的世界観と親和性を持ってい

るのです。 

もちろん、量子論が聖書を証明するわけではありませんが、両者の間に「世界

は固定されていない」「未来には複数の可能性が存在する」という共通構造があ

ることは確かです。 

アインシュタインが求めた「秩序」と量子論が示す「確率」は、相反するもの

ではなく、宇宙の理解における二つの補完的視点として捉えることができます。 

そして聖書は、秩序ある世界の中に人間の自由が成立するという世界観を示し

ているのです。 
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第７回 復活体は「量子的存在」なのか 

１．復活体の不可解な性質をどう理解するか 

新約聖書の中で、イエスの復活は中心的な出来事として描かれています。 

復活したイエスは、弟子たちの前に突然現れたり、密閉された部屋に入って来

たり、あるいは一瞬にして姿を消したりする場面が記述されています。 

これらの描写は、通常の物質的身体では説明できず、伝統的神学においても

「復活体は現世の身体とは異なる性質を持つ」と理解されてきました。 

復活体が具体的にどのような存在であったのかについて、聖書は詳細な説明を

与えていません。 

しかし、その特質を考えるとき、復活体は物質の制約を越えた存在であり、

「現世の身体を超える形で現実と関わる」存在であることが示唆されます。 

このような復活体の性質を、現代物理学の視点から捉え直す試みが近年増えて

きました。 

もちろん、量子力学が復活体を説明するわけではありませんが、量子論が示し

てきた"不思議な物質のふるまい"は、復活体の理解に新しい視座を提供する可能

性があります。 

２．非局所性―離れていてもつながる世界像 

量子力学の特徴の一つである非局所性は、離れた二つの粒子が瞬時に影響を与

え合うという現象を指します。 

この現象は、直感的には理解が難しいものですが、実験によって繰り返し確認

されています。 

非局所性は、空間の距離を無視するような関係が粒子同士の間に成立している

ことを意味します。 

たとえば、二つの粒子が見えない糸でつながれているように、片方に変化が生

じた瞬間、もう片方も同時に変化するというイメージです。 

この現象は、物理的な接触とは無関係に起こります。つまり、量子レベルで

は、物質は"ここにある"という単純な位置の概念に収まりません。 

非局所性が示す世界観は、私たちが日常的に経験する「物質は距離に支配され

る」という常識を根底から揺さぶります。 

量子世界においては、位置や距離は絶対的なものではなく、存在のあり方その

ものが複雑な広がりを持っているのです。 

３．復活体の特性と量子的ふるまいの類似性 
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復活したイエスが示した行動には、物質の制約を超えた特徴がいくつも見られ

ます。 

代表的な例として、ヨハネによる福音書 20 章 19 節には、弟子たちが戸を閉じ

ていたにもかかわらず、イエスがその場に現れたと記されています。この描写

は、通常の物理的身体では不可能なふるまいです。 

その日、すなわち、一週の初めの日の夕方、弟子たちはユダヤ人をおそれ

て、自分たちのおる所の戸をみなしめていると、イエスがはいってきて、彼

らの中に立ち、「安かれ」と言われた。（ヨハネ福音書 20章 19節） 

ルカによる福音書 24 章にも、エマオへの道でイエスが弟子たちと語り合いな

がら突然姿を消す場面（31 節）や、弟子たちの中に突如として立たれる場面

（36 節）が記されており、復活体が通常の空間制約に縛られない存在であること

をさらに証言しています。 

復活体は、空間的制約に従わず、距離や障壁を越えて現れる存在として描かれ

ています。 

この特質は、物質の位置を絶対視しない量子的世界観と、構造的に共通点を持

ちます。 

量子の粒子は、壁を通り抜ける「トンネル効果」を示すことがあるのです。 

たとえば、山を越えるのではなく、山そのものを貫通して向こう側に現れるよ

うな現象です。 

トンネル効果は単なる理論上の話ではなく、半導体素子や走査型トンネル顕微

鏡など、現代の精密技術にも応用されている、実験で確認された現象です。 

もちろん、復活体が量子粒子であるとか、イエスの行動が量子現象であるなど

と説明することはできません。 

しかし、「物質的障壁を必ずしも絶対的なものとしない」という量子論の特徴

は、復活体の理解に象徴的な示唆を与えます。 

復活体は、現世の物質的法則の延長ではなく、より高い次元の秩序に属する存

在である可能性が浮かび上がるのです。 

４．「朽ちない身体」とは何か―パウロの神学的説明 

パウロは、コリント人への第一の手紙 15 章 42〜54 節において「朽ちない身

体」について述べています。 

死人の復活も、また同様である。朽ちるものでまかれ、朽ちないものによみ

がえり、卑しいものでまかれ、栄光あるものによみがえり、弱いものでまか

れ、強いものによみがえり、肉のからだでまかれ、霊のからだによみがえる

のである。肉のからだがあるのだから、霊のからだもあるわけである。（コ

リント人への第一の手紙 15章 42〜44節） 
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パウロによれば、現世の身体は朽ちるものであり、弱さと制約を持っていま

す。 

しかし、復活において与えられる身体は「朽ちない」「栄光ある」「力ある」

身体であり、現世の体とは質的に異なる存在です。 

彼は、万物をご自身に従わせうる力の働きによって、わたしたちの卑しいか

らだを、ご自身の栄光のからだと同じかたちに変えて下さるであろう。（ピ

リピ人への手紙 3章 21節） 

ここでパウロは、現世の「卑しいからだ」と復活後に与えられる「栄光のから

だ」とを対比させ、復活体が質的転換を伴う、全く新しい次元の身体であること

を強調しています。 

パウロのこの説明は、復活体が単なる改善された肉体ではなく、まったく別の

領域に属する身体であることを示しています。 

朽ちない身体は、物質的制限に束縛されず、より高い秩序のもとに存在する身

体です。 

これは、量子力学が示す「存在の多層性」とも、ある程度、共鳴するところで

す。 

量子世界では、粒子が"ここにある"と同時に"別の場所にもある"という状態を

持ち得ます。 

この重ね合わせの概念は、空間を固定的に理解する従来の物質観とは異なるも

のです。 

復活体が示す「空間を超えるふるまい」は、量子的存在の広がりを象徴的に連

想させるものがあります。 

もちろん、パウロの語る復活体は神学的概念であり、量子論が説明する物質現

象とは全く異なります。 

しかし、両者を並べてみると、「物質世界は単純ではなく、より深い階層が存

在する」という認識において、共通性を見出すことができるのです。 

５．空間と時間を超える存在―量子論と神学の交差点 

復活体が示す特徴の中には、時間に関するものも含まれます。 

復活後のイエスが弟子たちに現れる場面は、一つの場所だけでなく、短時間の

うちに複数の場所に現れています。 

これらの描写は、時間の制約を超えた存在であることを示唆します。 

量子論でも、粒子の存在は時間に対して固定的ではありません。 

粒子はある瞬間には特定の場所にあるように観測されながら、別の瞬間には異

なる姿を示すことがあります。 
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量子の世界は、時間と空間の境界が揺らいでおり、存在が単一の軌跡を描かな

い性質を持っています。 

ここでも、復活体と量子的存在を直接同一視することはできませんが、「空間

と時間を越えた存在のあり方」という構造的特徴において、両者の間に興味深い

比較点が生まれます。 

復活体の理解には、物質的現象を超えた次元を考える必要があります。 

量子論が提示する「位置や時間が絶対ではない」という視点は、その再考に刺

激を与えます。 

６．復活体は量子的存在か 

結論として、復活体を量子的存在として解釈することはできません。 

聖書が語る復活体は神学的領域に属し、量子論は自然現象を記述する科学理論

です。 

しかし、両者を慎重に並べて考えると、世界の理解に共通の構造が見えてきま

す。 

量子論は、物質世界の根底に「見えないつながり」や「空間を超える関係性」

が存在することを示しました。聖書は、復活体が物質を超える存在であることを

語っています。 

この二つの視点を併置すると、世界が単純な物質の積み重ねでは説明できず、

より深い階層が存在することを示唆していることが分かります。 

量子論の視座が「物質世界の奥行き」を示したことで、復活体の理解に新しい

示唆を与えてくれるのです。 
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第８回 祈りの力と量子的相関 

１．「離れていても届く祈り」という経験 

祈りとは、単に言葉を口にする行為ではありません。祈りは、誰かのために心

を向け、願いを神に託す行為であり、しばしば距離を超えて働くものとして理解

されています。 

ある人が遠く離れた家族のために祈り、後から状況が好転したという経験は、

伝統的宗教文化において数多く語られてきました。 

祈りがどのように働くのかについて、聖書は物理的な説明を与えていません

が、「神はどこにでもおられる」という前提のもと、距離は祈りを妨げる要因で

はないと語ります。 

詩篇には、「わたしはどこへ行って、あなたのみたまを離れましょうか」（詩

篇 139 篇 7 節）と記され、神の臨在が空間的制約を超えて及ぶことが示されてい

ます。 

このような考えは、量子力学が明らかにした非局所的な相関と、構造的にどこ

か共鳴するものを持っています。 

もちろん、祈りの働きを量子論で説明することはできませんが、見えない領域

にあるつながりが現実に作用するという視点は、両者に共通して見られるテーマ

です。 

義人の祈は、大いに力があり、効果のあるものである。（ヤコブの手紙 5章

16節） 

聖書は、祈りが実際に働き、現実に影響を与える力を持つことを明確に語って

います。 

この視点は、祈りが"見えない関係性を通して現実に働く"という理解を、聖書

が裏づけていることを意味します。 

２．量子的相関とは何か―非局所性の延長として 

量子力学には、「量子的相関（量子もつれ）」と呼ばれる現象があります。 

これは、二つの粒子が相互に深く関わり合い、一方の状態を決めた瞬間、もう

一方の状態も同時に決まるという現象です。 

粒子同士が距離を隔てていても、この相関は維持されるという特徴がありま

す。 

この現象を直感的に理解するために、二つの楽器が共鳴している様子を想像す

ることができます。 

一方の弦が震えると、離れた場所にあるもう一方の弦もわずかに震えることが
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あります。 

量子的相関は、この比喩よりもはるかに強力で直接的なつながりを持っていま

すが、「離れていても関係が保たれる」という点では共通しています。 

量子的相関は、物質の根底に「距離を超えて働く関係性」が存在することを示

します。 

これは、古典物理学が前提としていた「影響は近い場所からしか及ばない」と

いう考えを破るものです。 

量子世界では、つながりは空間によって分断されず、ある種の非局所性が基本

的性質として働いています。 

３．祈りと非局所的関係性―二つの領域の重なり 

祈りは、遠く離れた人のためにもできるものです。祈っている本人と、祈られ

ている相手の間に距離があっても、祈りはその距離によって弱められるわけでは

ありません。 

祈りとは、神を媒介とした関係性であり、「距離」を本質的要素としない働き

です。 

聖書は、この"距離を超える働き"を当然のものとして語っています。 

使徒パウロは、遠く離れた教会のために祈りを捧げ、「わたしたちも絶えずあ

なたがたのために祈り求めている」（コロサイ人への手紙 1 章 9 節）と述べまし

た。 

彼は、直接その場にいなくても、祈りによって教会に関わることができると理

解していました。 

量子的相関の本質が「距離に依存しないつながり」であるように、祈りもまた

「距離に妨げられない関係性」を前提としています。 

もちろん、この二つは異なる次元の現象であり、祈りが量子現象であると主張

することは適切ではありません。 

しかし、世界が距離を越える関係性を持つという点で、構造的な類似が見られ

るのは興味深いことです。 

４．見えないつながりが現実に働くという世界観 

祈りは見えない行為ですが、祈りが人の心を支え、状況に変化をもたらすと感

じられる場面は多くあります。 

祈りによって本人が勇気を得たり、周囲が支えを感じたりすることは、信仰共

同体の中で、自然な経験として受け止められています。 

一方、量子論が示す世界では、見えないつながりが物質の根底で働いていま

す。 



聖書と量子力学 

— 33 — 

量子的相関は目に見える現象ではありませんが、その影響は測定によって明確

に示されます。 

現象が目に見えなくても、関係性が現実に作用するという点では、祈りと量子

的相関の間に共通する構造があるのです。 

世界には、単に物質的な接触だけでは説明できない働きが存在します。 

祈りは霊的領域に働き、量子的相関は物質の最小単位に働きます。どちらも、

目に見えない関係性が現実に影響を与えるという視点を持っているのです。 

５．祈りの力を物理学で説明できないが示唆は得られる 

なお、代替・補完医療の文脈で、他者のための祈り（遠隔祈祷）の効果を検証

する実証研究が行われてきました。結果は一致しておらず、科学的証明としては

現時点で結論が出ていません。 

祈りを科学的に証明しようとする試みは、祈りの本質（神への関係的行為）と

は異なる次元の問いです。ここでは、量子論が開いた世界観が、祈りの理解に示

唆を与えるという点に注目します。 

ここで強調すべき点は、祈りを量子論で説明することはできないということで

す。 

祈りは神と人の関係に属するものであり、量子論の領域とは全く別の現象で

す。 

祈りが働く理由は、神がその祈りに応答されるからであり、物理現象としての

相関ではありません。 

しかしながら、量子論が示した「距離を越える関係性」という視点は、祈りの

理解に一定の示唆を与えます。祈りが距離を超えて届くという信仰的経験は、古

典的物質観の枠の外にあります。 

量子論は、現実が単純な物質の相互作用だけでは説明できないことを明らかに

し、世界の奥行きを示していると言えます。 

この世界観の広がりは、祈りの理解を支える哲学的背景として機能する可能性

があります。 

すなわち、世界は表面的に見えるものだけで成り立っているのではなく、深い

層に目に見えない関係性が存在しているという認識です。 

６．遠隔影響の可能性を信仰の視座からどのように理解するか 

量子的相関は、物理学的には「遠隔影響」に見える現象を示します。一方、祈

りは霊的領域における「遠隔影響」を語ります。 

両者は異なる領域に属しますが、共通するのは、「世界には距離に支配されな

い関係性が存在する」という点です。 
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聖書は、神が人間の祈りに応答される存在であることを語ります。そして、祈

りは距離によって妨げられることがありません。 

神はどこにでもおられ、祈りはその「遍在」に支えられています。詩篇 139 篇

の聖句にあるとおり、神の働きは場所の制約を受けません。 

世界に「距離を超える関係性」が存在するという直観は、祈りの理解を深める

うえで重要です。 

量子的相関は物質の領域においてその構造を示し、祈りは霊的領域において同

様の構造を持ちます。 

この両者を慎重に比較すると、世界の成り立ちには、表面的な物質の構造を超

えた深い秩序が存在することを示唆しているのです。 
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第９回 ゼロポイントエネルギーと遍在性 

１．神はどこにおられるのかという問い 

「神はどこにおられるのか」という問いは、古代から繰り返し問われてきまし

た。 

聖書は一貫して「神はどこにでもおられる」と語りますが、この表現は単なる

比喩ではなく、神の本質に深く関わる主張です。 

詩篇 139 篇 7 節には、「わたしはどこへ行って、あなたのみたまを離れましょ

うか」と記され、神が空間に制限されない存在であることが示されています。 

神が遍在するという考えは、物理的な存在のあり方とは異なる次元に属しま

す。 

人間は空間に拘束されていて、ある場所にいると同時に、別の場所に存在する

ことはできません。しかし、聖書が示す神の臨在は、空間の制約を受けない全的

な広がりを持っています。 

一方、現代物理学は、宇宙の最も深い階層に「ゼロポイントエネルギー」と呼

ばれるエネルギーが広がっていることを明らかにしています。 

このエネルギーは、何も存在しないように見える"真空"すら、完全な空ではな

いことを示す概念です。 

これを神学的に解釈することはできませんが、「空間のどこにでも存在する基

底的な働き」という構造は、神の遍在性を理解する際に興味深い示唆を与えま

す。 

２．ゼロポイントエネルギーとは何か―"空の空間"は無ではない 

量子力学によれば、真空とは完全な無ではありません。たとえ物質が何も存在

しない空間であっても、量子レベルでは微小な揺らぎが絶えず生じ、その揺らぎ

はエネルギーを持ちます。 

この最も低い状態のエネルギーを「ゼロポイントエネルギー」と呼びます。 

この現象を直感的に理解するために、風が止んだように見える湖面を想像する

ことができます。 

一見すると静止しているように見えても、実際には目に見えない小さな波が立

ったり消えたりしており、完全に静止しているわけではありません。 

ただし、この揺らぎは熱によるものではなく、絶対零度においても消えない量

子力学的な性質です。つまり、温度をいくら下げてもなくならない、宇宙の根本

的な揺らぎです。 

真空におけるゼロポイントエネルギーも同様で、目に見えない揺らぎが常に存
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在しています。 

ゼロポイントエネルギーは、宇宙のどこにでも存在する基本的性質であり、空

間そのものが"活動する場"であることを示します。 

この物理学的な概念は、世界を理解するうえで、見えるものの背後に、絶えず

働く「深い層」があることを教えています。 

３．神の臨在と空間の"深層"をめぐる聖書の視点 

聖書が語る神の臨在は、「ある程度の範囲に広がっている」といった限定的表

現ではなく、空間のすべてに及ぶ"全的広がり"として描かれています。 

詩篇 139 篇 8 節は、「わたしが天にのぼっても、あなたはそこにおられます。

わたしが陰府に床を設けても、あなたはそこにおられます」とあります。 

続く 9〜10 節では「わたしがあけぼのの翼をかって海のはてに住んでも、あな

たのみ手はその所でわたしを導き」と語られ、エレミヤ書には次のようにありま

す。 

主は言われる、わたしは天と地とに満ちているではないか。（エレミヤ書 23

章 24節） 

神自らが、天と地のすべてを満たしておられると宣言しているこの聖句は、神

の臨在が特定の場所に限定されず、世界そのものの存在を支える深層として働い

ていることを象徴的に示しています。 

神の遍在性とは、空間の隅々に神が個別に点在しているという意味ではありま

せん。 

むしろ、「空間の成り立ちそのものが神に依存している」という理解に近いも

のです。 

神が空間の"外側"にいるのではなく、空間の"基底"として臨在するという神学

的な視点は、物質世界と霊的世界の区別を超えた深い次元の理解を必要としま

す。 

ここで量子論が示したゼロポイントエネルギーを思い起こすと、真空という"何

もない空間"ですら完全な無ではなく、そこに基底的なエネルギーが存在するとい

う事実は、「空間の背後に常に働く何かがある」という直観に一定の示唆を与え

ます。 

もちろん、ゼロポイントエネルギーを神の臨在と同一視することはできませ

ん。 

しかし、「空間の根底に見えない活動が存在する」という構造は、神学的理解

と対比する際の興味深い補助線となります。 

４．ゼロポイントエネルギーが示す「遍在性の比喩的構造」 
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ゼロポイントエネルギーは、宇宙のあらゆる場所に存在し、空間が存在する限

り、その活動が続いているとされます。 

この特性を神の遍在性と直接比較することは適切ではありませんが、「どこに

でも基盤的な働きがある」という点で象徴的な共通性が見られます。 

ゼロポイントエネルギーの揺らぎは、目で見ることはできません。しかし、そ

れが存在しなければ物質の安定性は保てず、宇宙の構造そのものが成り立たない

と考えられています。 

この見えない基底的活動は、「見えないものが見える世界を支えている」とい

う聖書と共鳴するところがあるのです。 

なお、現代宇宙論では、宇宙の膨張を加速させている「暗黒エネルギー」の正

体として、ゼロポイントエネルギーが候補の一つに挙げられています。 

ただし、理論値と観測値の間には巨大な差があり、これは現代物理学における

最大の未解決問題の一つです。 

聖書は、見える世界の背後に霊的現実があると繰り返し語ります。 

わたしたちは、見えるものにではなく、見えないものに目を注ぐ。見えるも

のは一時的であり、見えないものは永遠につづくのである。（コリント人へ

の第二の手紙 4章 18節） 

結論として、神の遍在性を量子論で説明することはできませんが、量子力学が

示す世界観は、遍在性を理解するための思索的枠組みに新しい可能性を提供しま

す。 

量子世界は、見えるものの背後に見えない構造が広がり、物理的空間は単なる

空ではなく、基底的なエネルギーが満ちていることを教えます。 

一方、聖書は、見える世界の背後に神の働きがあり、神の臨在が世界の存在そ

のものを支えていると語ります。 

両者は別領域の真理ですが、「表面的には見えない基盤によって世界が支えら

れている」という構造が共通しています。 

物理学の発展は、聖書的概念を科学的に証明するためのものではありません

が、聖書の霊的真理をより深く理解するための比喩的・哲学的ヒントを提供して

くれます。 
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第 10 回 量子情報と霊的記憶 

１．「情報」とは何か―物質を超える概念として 

現代物理学は、物質を単なる粒子やエネルギーの集合としてではなく、「情報

を保持する存在」として扱う傾向を強めています。 

情報とは、表面には見えない"構造"や"秩序"を指す概念であり、物理世界に深

く根ざした要素です。 

粒子の状態や位置、運動量は情報であり、宇宙の広がりも情報の集積として理

解されつつあります。 

量子力学の世界では、情報は単に記録されるだけではなく、保存され、変換さ

れ、他の粒子と共有されることがあります。 

量子情報理論は、量子的状態そのものを情報として扱い、世界の根底に「情報

の保存性」があることを示しています。 

この情報に関する物理学的視点は、聖書が語る「記憶」の概念――書の巻、命

の書、魂に刻まれる記録――と対話できる興味深い領域を開くものと言えるので

はないでしょうか。 

もちろん、量子情報が霊的記憶そのものを説明するわけではありませんが、

「情報が存在の本質に関係する」という構造は、聖書が用いる"書"の比喩に新し

い光を与えてくれるものです。 

２．量子情報は消えない―情報保存の法則 

量子論には、量子系の時間発展はユニタリー（可逆的）であり、情報は原理的

に失われないとする考え方があります。 

ただし、ブラックホールが情報を失うかどうかという「情報パラドックス」は

現代物理学でも未解決であり、この原理が宇宙全体でどこまで成立するかは議論

が続いています。 

この原理を理解するために、一枚の紙に書かれた文字を想像できます。 

紙を燃やせば文字は消えますが、物理学の視点から見れば、紙を構成していた

原子は別の形で存在し、熱や煙として宇宙に広がります。 

紙の上の「情報」は表面から消えても、物質の変化として宇宙全体の中に保存

されています。 

量子情報理論は、この「情報保存」の考え方を強調し、世界の根底に、情報が

消えずに流動する仕組みがあることを示します。 

量子的状態は変化しますが、その変化は情報の再配置であり、情報の本質が完

全に失われることはないという理解です。 
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このような科学的視点は、「人間の行いは記憶される」という聖書的直観と、

ある種の構造的共通性を持っています。 

３．聖書が語る記憶 

ここで、旧約における記憶の"書"の概念を示す重要な証言がマラキ書にありま

す。 

そのとき、主を恐れる者は互に語った。主は耳を傾けてこれを聞かれた。そ

して主を恐れる者、およびその名を心に留めている者のために、主の前に一

つの覚え書がしるされた。（マラキ書 3章 16節） 

この聖句は、神が人間の行いと心の動きを記録として保持されるという、旧約

的理解を最も明確に示す箇所です。霊的な記憶は神の前に保存されるものである

という、聖書全体の主題を象徴しています。 

このように、人間の行動や心の状態が「書き記される」という表現が、聖書に

はたびたび登場します。 

また、死んでいた者が、大いなる者も小さき者も共に、御座の前に立ってい

るのが見えた。かずかずの書物が開かれたが、もう一つの書物が開かれた。

これはいのちの書であった。（ヨハネの黙示録 20章 12節） 

ここで語られる「いのちの書」は、単なる比喩以上の重みを持ちます。 

聖書は、神が人間の行いを覚えておられ、それらの記録が神の前に保たれてい

ると繰り返し語っているのです。また、詩篇には次のような表現があります。 

あなたはわたしのさすらいを数えられました。わたしの涙をあなたの皮袋に

たくわえてください。これは皆あなたの書にしるされているではありません

か。（詩篇 56篇 8節） 

この言葉は、単なる詩的表現ではなく、「神は人の歩みを見過ごされず、記憶

される」という神学的確信を表しています。 

神の記憶は、単なるデータ保存ではなく、人間の存在の価値を確認する行為で

す。 

つまり、聖書が語る"書"とは、神の前における人格の記録であり、存在全体の

価値を認めるための"霊的な保存領域"としての意味を持っているのです。 

４．魂の記憶とは何か―人間の内面に刻まれる記録 

人間の魂は、科学で扱われる物質的記憶とは異なる領域に属しますが、魂にも

また刻まれていくものがあります。 

人生の経験、感情の動き、善悪の選択は、単に脳内の電気信号としてではな

く、人格全体を形づくる"記憶"として積み上げられます。 
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この魂の記憶という概念を理解するには、人生の出来事が人の内面を深く形づ

くっていく様子を思い起こすと分かりやすいでしょう。 

一つの出来事が心に残ると、それは単なる過去の記録ではなく、未来の選択に

影響を与えることがあります。 

ですから、魂の記憶は、単なる情報の蓄積ではなく、人格を形成する"重みある

記録"なのです。 

わたしの律法を彼らのうちに置き、その心にしるす。（エレミヤ書 31章 33

節） 

この聖句は、外側に書かれたものが内面に移され、人間の内に永続的な指針と

して保存されることを示しています。 

魂は記憶の場であり、その記憶は人間の行動や価値観を根底から支えるもので

す。 

５．量子情報と霊的記憶の交差点―消えないという構造的共通性 

量子情報理論が示すのは、「世界から情報が完全に消えることはない」という

構造です。 

情報は形を変えても、根底に流れ続けます。この物理的構造は、聖書が語る

「記録の保持」という霊的理解と、一部の点で象徴的な共鳴を見せています。 

聖書は人の行いが神の前に忘れられずに記録されると語ります。善が報われ、

悪が裁かれるという道徳的秩序は、神が記憶される方であるという前提に基づい

ているのです。 

この霊的「記録」が意味するのは、存在の内側に刻まれる重みであり、魂の次

元での情報の永続性です。 

量子論も、世界が情報の保存性を持つという理解に至りました。量子状態は変

化しても、情報そのものは消えずに残るという性質です。 

もちろん、量子情報が霊的記憶を説明するわけではありません。しかし、「記

憶は消えず、根底に残り続ける」という構造的類似は、両者を比較する際に重要

な示唆を与えてくれるのです。 

６．聖書が語る書と量子情報―記録とは存在を支える構造である 

聖書が語る書は、人間の存在の価値を神が覚えておられるという象徴であり、

単なる帳簿ではありません。これは存在そのものを支える「記録」です。 

一方で、量子情報は、物質世界を支える情報の構造です。物質の振る舞いは情

報に基づいて展開し、その情報は宇宙の根底に広がる秩序の一部です。 

両者は対象も目的も異なりますが、「存在の背後に情報があり、その情報が消

えずに保存される」という点で、共通した構造を備えていると言えます。 
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結 統合的世界観への道：科学と信仰は矛盾しない 

１．分断ではなく対話へ―科学と信仰は敵対関係ではない 

聖書は、神が世界の深奥に"探究されるべきもの"を置いたことを語り、「事を

隠すのは神の誉であり、事を窮めるのは王の誉である」（箴言 25 章 2 節）と記

しています。 

この聖句は、自然の奥に隠された秩序を探る科学の営みが、神に反するもので

はなく、むしろ、神が人間に与えた高貴な役割であることを示しています。 

科学と信仰は、しばしば互いに矛盾し、どちらか一方しか選べないものだと考

えられがちです。 

啓蒙主義以降、科学は自然現象を説明する領域で勢いを増し、信仰は"非科学的

"なものとして批判されることもありました。 

しかし、本シリーズを通して見えてきたことは、科学と信仰は本質的には矛盾

せず、むしろ、互いを補完し合う関係にあるということです。 

科学は「世界がどのように動くのか」を解き明かし、信仰は「世界はなぜ存在

するのか」を問い続けます。 

前者は機構（メカニズム）を扱い、後者は意味（パーパス）を扱います。 

両者は役割が異なるだけで、競合する領域ではありません。むしろ、科学が明

らかにした世界の複雑さと精妙な秩序は、信仰が語る創造の意図を深める材料に

もなります。 

科学は"どのように"を明らかにし、信仰は"なぜ"を語る、この両者を統合的に

捉えるとき、人間はより深く、より豊かに世界を理解することができるのです。 

２．量子力学が開いた「世界の奥行き」への窓 

本シリーズで扱ってきた量子力学は、世界が単純で変化に乏しいものではな

く、深い層を持つ複雑な構造であることを示しました。 

量子論が描く世界には、観測されるまで現実が確定しないという性質、距離を

超えて影響し合う非局所的関係、物質の根底を支えるゼロポイントエネルギー、

情報が消失せず保存され続ける性質、そして時間と空間の構造が揺らぐ領域の存

在など、際立った特徴があります。 

これらの特徴は、伝統的な物質観を超えた世界像を示します。科学は"見える世

界の背後に見えない層がある"と教えているのです。 

聖書は古代から、世界の背後に霊的秩序があり、物質はその秩序の反映である

と語ってきました。 

量子力学が示す「見えない深層の存在」は、聖書的世界観と全面的に一致する
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わけではありませんが、世界が思った以上に多層的で奥深いことを示す点で、神

学的洞察と共鳴するものがあります。 

科学の発展は、信仰を脅かすものではなく、世界の不思議をより深く認識させ

る"窓"となるのです。 

３．信仰は科学を否定しない―むしろ科学を成立させる基盤となる 

科学は"世界に秩序がある"という前提の上に成立しています。自然の法則は普

遍的で、同じ条件なら同じ結果が得られるという信念の下で、科学は発展してき

ました。 

しかし、この「自然の合理的秩序」という前提は、実は信仰に由来する世界観

と深く関係しています。 

聖書は「神は無秩序の神ではなく、平和の神である」（コリント人への第一の

手紙 14 章 33 節）と語ります。 

この聖句は礼拝の秩序に関して語られたものですが、神が秩序の根拠であると

いう聖書全体の理解と相通じています。 

創造された世界には一貫した法則があり、人間がそれを探求できるように整え

られているという理解が、西洋科学の発展を下支えしました。 

つまり、「世界は合理的であり、理解可能である」という信念は、信仰によっ

て支えられたものです。 

科学が説明するのは「世界がどのように動いているのか」であり、信仰が明ら

かにするのは「なぜそのような秩序が存在するのか」であって、この二つは矛盾

するどころか、むしろ互いを支え合う関係にあります。 

もし世界が完全な混沌であれば、科学は成り立ちません。世界が認識可能であ

り、秩序を持つという前提があってこそ、科学はその秩序を解き明かせるので

す。 

４．科学が扱えない領域―目的・価値・意味 

科学は自然現象を扱うための優れた手段ですが、すべてを説明できるわけでは

ありません。 

特に、次のような領域は、科学が直接扱うことのできないものです。人生の目

的、善悪や価値、人間の尊厳、愛・希望・赦しといった精神的現実、死の意味・

永遠の概念などがその代表的なものです。 

これらは測定も観察もできず、方程式で表すことはできませんが、人間が最も

深く求める領域であり、人生の根幹に関わるテーマです。 

信仰は、この領域に答えを与える道です。科学が扱えない"意味の領域"を照ら

し、人生に方向性を与えます。 
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科学と信仰の関係を正しく理解するとき、科学は自然の理解を深め、信仰は人

生の意味を深めるという、二つの相補的関係が見えてきます。 

５．統合的世界観―世界は分裂していない 

本シリーズが目指したのは、科学と信仰を対立させるのではなく、"統合的世界

観"を回復することでした。 

世界は物質世界と霊的世界が二重構造をなしているのではなく、神によって造

られた一本の現実の中に、多層的に広がっているのです。 

量子論は、その多層性を物質の深層において示し、聖書は、その多層性を霊的

領域において示しています。 

両者を統合的視点で捉えるとき、次のような世界理解が見えてきます。世界は

単純な物質の集積ではなく、見えない秩序に支えられています。人間は偶然の産

物ではなく、目的と価値を持つ存在です。現実は固定したものではなく、神の導

きの中で変化し続けます。科学の進歩は信仰の敵ではなく、むしろ創造の広がり

を示すものです。 

このような理解は、科学と信仰の分裂を超えた"全体を見るまなざし"を与えて

くれます。 

６．結論―神は世界の外ではなく世界の根源にいる 

科学は世界の構造を解き明かし、信仰は世界の根源を指し示します。そして、

その根源とは「神の臨在」です。 

神は自然法則の"外側にいる存在"ではなく、自然法則の"根幹を支える存在"で

す。 

神は物質やエネルギーの"上にいる存在"ではなく、それらが存在できる理由そ

のものです。 

科学が世界の複雑さと奥深さを明らかにすればするほど、創造主の知恵と秩序

の偉大さはむしろ強調されます。 

信仰は科学の進歩によって揺らぐどころか、より深い尊敬と畏敬を抱く理由を

見いだすことができます。 

科学と信仰は矛盾しない――それどころか、科学は神が造られた世界の仕組み

を解き明かし、信仰はその世界の意味と目的を示しています。 

この二つを統合的に捉えるとき、私たちは世界をより深く、より豊かに理解す

ることができます。それこそ、本シリーズの結論であり、量子世界と聖書を対話

させる意義です。 


